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広島大学 教育学部・教育学研究科  

強みや特色、社会的な役割 

 

 

広島大学教育学部・教育学研究科の最も大きな特色は、人間形成に関するあらゆる領域の教育

とその研究を覆う総合的な学部・研究科であること、特に教員養成の実践に立脚した研究でわが

国の教育界に大きな影響を与えていることである。すなわち、幼、小、中、高、特別支援のあら

ゆる学校段階、あらゆる教科の教員養成の実践と、人間形成に関する広範な研究の両機能を併せ

持つという特徴を持っている。それゆえに、教育においても、研究においても理論と実践の往還

がなされ、今後も教員養成ならびにその研究のあり方の検討をリードする役割を引き続き果たし

ていく。 

全国の教育学部は、戦前の師範学校の流れを汲んで義務教育学校の教員養成を主とするもの、

戦前の帝国大学の流れを汲んで教育学、心理学研究を主とするもの、そして戦前の高等師範学校、

官立文理科大学の流れを汲んで教育学、心理学研究と高等学校を中心とする教員養成を主とする

ものがある。広島大学教育学部・教育学研究科は、高等師範学校、官立文理科大学、師範学校等

を起源に持ち、教員養成と教育学、心理学、教科教育学の学問的研究を相互に関係づける総合的

な教育学部・教育学研究科として日本の教育学部・教育学研究科の中核のひとつを占めている。

したがって、広島大学教育学部には教員の計画養成を目的とする課程と計画養成を目的としない

課程とが併存する。しかし、後者はいわゆる新課程とはその沿革、養成する人材像、カリキュラ

ム、教員構成等が異なり、独自の課程である。このことは、周辺他大学をはじめ他の大部分の教

育系大学とは全く異なるミッションとして、教育界ならびに社会から認知されている。広島大学

教育学部・教育学研究科は、今後もこのミッションを果たすべく教育・研究において一層の充実

を図ることが使命と考える。 

特に、教員養成の高度化が社会的要請となり、中央教育審議会答申などでも高度専門職業人と

しての教員の養成に対応できる大学院のあり方ならびにそこでの学生指導を担える人材育成のあ

り方が論議されている。こうした状況において、広島大学教育学研究科における研究者・大学教

員の養成実績・方法ならびに大学院のあり方には大きな関心が寄せられており、他大学の範とな

る新たなモデルの構築が期待されている。これらに応えることが広島大学教育学部・教育学研究

科の固有のミッションである。 

また、広島大学内においても、教職課程認定を受けている１１学部および１０研究科における

教員養成に対して、教育学研究科が大きな役割を担っており、広島大学ブランドの教員養成の質

確保という点で社会的責任を担っている。 

  

以下に、広島大学教育学部・教育学研究科が果たすべき教育機能及び研究機能について、強み

や特色、社会的な役割を具体的に述べる。 

 

◎教育機能 

１．全国レベルでの教員養成（資料１－１～１－４） 

広島大学で教員免許状を取得する学生は、毎年、幼稚園教諭が約１２０名、小学校教員が約２

１０名、中学校教員が約３６０名、高等学校教員が約４２０名、特別支援学校教員が約３０名で

あり、教員就職者数では、小・中・高いずれの学校種においても全国の大学で上位に位置する。
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特に、高等学校教員は常に全国のトップクラスを占める一校となっている。 

小学校教員養成に関しては、地域の教員需要に応えることに加え、広く西日本各県の教員需要

に応えている。また、中・高等学校教員に関しては、戦前の高等師範学校、文理科大学からの伝

統により、歴史的に日本全国から学生が集まり、全国レベルでの教員養成の中核機能を担ってい

る（資料１－１）。卒業生の中には、学校長、指導主事、教科調査官など、指導的役割を果たす立

場のものも多い。特別支援学校教員については、５領域すべてを必修とする西日本唯一の大学と

して、当該領域の中核となるべき教員を輩出している（資料１－２）。また、高度専門職業人とし

ての教員を養成するために、博士課程前期に教職高度化プログラムを開設している（資料１－３）。 

これらの実績を踏まえ、今日的な課題となっている教員養成の修士レベル化に対応した組織・

カリキュラムの検討による機能強化を進めている（資料１－４）。 

２．他学部教員養成の質を保証するシステム（資料２） 

 広島大学は、歴史的に、特に高等学校教員を中心に教育学部以外の学部からも多数の質の高い

教員を輩出しており、社会から高い評価を得ている。教育学部・教育学研究科は、総合大学にお

ける教員養成において、学内の中心的役割を果たすことにより、大学全体の教員養成の質の確保

を担っている。学部・学科単位で行われる現行の課程認定制度では、総合大学においても教育学

部とそれ以外の学部での教員養成は、独立している。しかし、広島大学では、より質の高い教員

を大学全体として育てるために、教育学部とそれ以外の学部の連携を強化し、教育学部が他学部

の教員志望者を対象とする副専攻プログラムを開設したり、また、「教職実践演習」の主要部分を

担うなどして、広島大学における教員養成全体を主導する役割を果たしている（資料２）。 

３．教員研修等の中核機能（資料３－１～３－３） 

教員免許状更新講習、社会教育主事講習、学校図書館司書教諭講習（資料３－１）を始めとし

て、現職教員ならびに社会教育指導者等の研修において、中国地方を中心とする広範な地域の需

要に応え、中核機能を果たしている。広島県教育委員会との連携により、中核的教員になるべき

現職教員に対して、博士課程前期に在学することなく修士レベルの研修を行うエキスパート研修

制度（資料３－２）を設け、地域の教員の資質・能力向上に役割を果たしていることを始めとし

て、広島県、広島市、東広島市の教育委員会とは、様々な協定によって日常的な連携関係を強め

ており（資料３－３）、地域の教育の発展ならびに課題解決に寄与している。 

４．教育学研究者・教員養成担当者の輩出（資料４－１，２） 

歴史的に、教育学、心理学、教科教育学等、人間形成に関わる広範な領域の研究を行い、それ

らの領域における研究者養成を行い、全国有数の実績を上げている。現在、教育学研究科を修了

もしくは退学して大学教員として在職している者は、日本全国に及んでおり、その数は約１，２

３０名である（ほかに外国の大学に在職する研究者が約８０名あり）。これらの研究者の内、約８

３０名が日本各地の大学の教員養成関係の部署で教育・研究に従事している（資料４－１）。教員

養成の修士レベル化によって、一層多くの質の高い大学教員が求められる今日、広島大学はその

役割を担う全国の拠点となっており、今後一層の機能を強化して、その期待に応えていく。すで

に、博士課程後期において、大学教員としての資質・能力を計画的・体系的に養成する授業群を

新設して実施しており（資料４－２）、全国的な拠点性を一層高める。 

５．教育関連領域の専門家の養成（資料５－１，２） 

学校教育のみならず人間生活に関わる様々な教育関連領域で、臨床心理士をはじめとする専門

家の養成（資料５－１）ならびに当該領域の研究を推進（資料５－２）している。同時に、それ

らの研究成果に基づく諸活動を通して、学習障害を始めとした地域が抱える教育課題の解決や生
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涯にわたる学びの推進に積極的に貢献している。 

 

◎研究機能 

６．大学における教員養成の学問的背景の確立（資料６－１～６－３） 

戦後の教員養成改革によって師範教育から高等教育としての教員養成となり、新に大学におけ

る教員養成の根拠となる学問的背景の確立が求められる中、広島大学は、それに応える新たな学

問体系の創出の主導的役割を果たし、理論的、科学的、体系的に研究し、その成果を附属学校等

と連携して学生教育に反映させてきた（資料６－１）。また、教員養成に関する学問的研究を基礎

として、教員養成のモデルカリキュラムの研究など（資料６－２）、大学における教員養成のあり

方についての検討を、継続的に行ってきており、その成果を発信するとともに、全国的にリード

している。たとえば、近年注目されているいわゆる「教職と教科の架橋」すなわち人間形成の理

論と教科の内容との結合については、1980 年代前半には、国立大学協会が、「教科専門と教職専

門とが学際的に結合するべき教科教育学の研究と教育の重要性」に言及し、「教科教育に関する学

会が組織化され、研究の成果があがりつつある」と述べているが（資料６－３）、広島大学では、

それ以前から重要な問題領域と認識し、教科教育学を確立・発展させる中核として全国の拠点機

能を果たしており、先導役として今後も重要なミッションになる。 

７．委託研究等を通した制度改善（資料７－１，２） 

文部科学省等の委託研究（資料７－１）、地域の教育委員会と連携した共同研究（資料７－２）

などにより、教育や学習の実態、学習指導要領への対応など、質の高い教育ならびに教員養成・

研修を実現するための基礎的研究を行い、それらの改善に寄与している。 

８．共同研究の国際的推進と教員養成の国際的協力支援（資料８－１，２） 

大学における教員養成のあり方について、日本国内のみならず、外国との連携も深めている。

アジア諸国をはじめとする諸外国との共同研究を組織するとともに（資料８－１）、たとえばドミ

ニカ共和国の国立大学における教員養成の改善について当該国政府ならびに大学の要請によって

支援活動を行うなど（資料８－２）、外国からの要請によって、当該国の教員養成の支援を行って

いる。 
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ー
を
養
成
し
、後

者
で
は
即
戦
力
と
な
る
実
践
力・
研
究
開
発
力
を
身
に
つ
け
た
ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、本
研
究
科
が
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
教
員
養
成
と
教
育
学
研
究
の
両
方
の
実
績
の
上
に
、高
度
な
教
育
実

践
力
を
養
う
と
と
も
に
高
度
な
教
育
実
践
研
究
力
も
形
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、独
立
し
た
教
職
大
学
院
で
は
な
く
、既
存
の
大
学

院
の
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、研
究
者
養
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
密
接
な
連
携
が
保
た
れ
る
か
ら
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
。こ
の
広

島
大
学
独
特
の
シ
ス
テ
ム
で
、高
度
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
た
教
員
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。私
た
ち
は
意
欲
の
あ
る
学
生
を
待
っ
て
い
ま
す
。

教
育
学
研
究
科
長

棚
橋
健
治

広
大
ブ
ラ
ン
ド
の

ス
ー
パ
ー
エ
ー
ス
を

育
て
ま
す！

ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
を

育
て
ま
す！

国
立
大
学
法
人
広
島
大
学
［
大
学
院
教
職
高
度
化
計
画
図
］

専
門
分
野
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
分
野
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

博
士
課
程
後
期

博
士
課
程
前
期

専
門
性
を
極
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
科
目
群

専
門
性
を
極
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
科
目
群

実
践
的
指
導
力
を
つ
け
る
実
習

実
践
的
指
導
力
を
つ
け
る
実
習

め
ざ
す

教
員
像

め
ざ
す

教
員
像

附
属
学
校
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
実
習

連
携
協
力
校
で
の
課
題
解
決
実
習

学
校
管
理
職
実
務
実
習

教
育
行
政
職
実
務
実
習

［
メ
ン
タ
ー
制
の
導
入
］

［
メ
ン
タ
ー
制
の
導
入
］

理
論
と
実
践
の
統
合
化
を
図
る

多
様
な
共
通
科
目
群

理
論
と
実
践
の
統
合
化
を
図
る

多
様
な
共
通
科
目
群

意
義・
必
要
性

教
育
に
関
す
る
高
度
な
専
門
性
と
実
践
的
指
導
力
を
も
つ
教
員
の
養
成

1

大
学
院
へ
の
入
学
希
望
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

2

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
り
高
度
な
実
践
的
指
導
力
の
修
得

3

博
士
課
程
後
期
に
も
接
続

4

「
高
度
で
総
合
的
な
実
践
的
指
導
力
を

備
え
た
教
員
」を
指
導
す
る
教
員
を
養
成

中
等
教
科
教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
学
校
に
お
い
て
、高
度
な
教
科
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
等
の
開
発
や
高
度
な
授
業
実
践
の
で
き
る
教

員
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

学
校
経
営・
行
政
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
校
経
営
や
教
育
行
政
に
関
す
る
高
度
な
識

見
と
力
量
を
有
し
、次
世
代
の
指
導
的
な
学
校

管
理
職
と
な
り
得
る
人
材
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
。

初
等
教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

小
学
校
に
お
い
て
、高
度
な
実
践
的
指
導
力
を

備
え
た
教
員
を
養
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

教
員
養
成
学
講
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
別
必
修
科
目
群

専
攻・
専
修
必
修
科
目
群

プ
ロ
グ
ラ
ム
別
選
択
科
目
群

自
由
選
択
科
目
群

○
○
教
授
学
講
究

○
○
教
職
授
業
プ
ラ
ク
テ
ィカ
ム
 ほ
か

高
い
教
職
使
命
感
や
倫
理
観

を
有
し
、人
間
的
魅
力
を
備

え
た
教
員

高
度
で
総
合
的
な
実
践
的
指

導
力
を
備
え
た
教
員

●
学
校
の
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
が
で
き
る
教
員

●
自
身
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
･教
材
を
開
発
し
､指
導

計
画
を
作
成
し
､優
れ
た
授
業
実
践
を
行
い
､

評
価
に
基
づ
い
て
授
業
改
善
の
で
き
る
教
員

●
子
ど
も
理
解
に
基
づ
<
生
徒
指
導
･教
育
相

談
の
で
き
る
教
員

●
特
色
あ
る
学
級
経
営
や
学
校
経
営
に
参
加

で
き
る
教
員

●
軽
度
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
特
別
支
援
が
で
き
る
教
員

今
日
的
課
題
の
解
決
や
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
た

教
育
実
践
研
究（
ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
）の
で
き
る
教
員

セ
ミ
ナ
ー
、フ
ィ
ー
ルド
ワ
ー
ク
、

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
…
…

［
研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
群
］

2プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
互
乗
り
入
れ

関
  連

特
　
色

高
度
な
実
践
的
指
導
力
を
備
え
た
教
員
養
成
を
重
視

博
士
課
程
後
期
に
も
接
続
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

到
達
目
標
型
教
育
で
確
か
な
指
導
力
を
保
証

1 2 3

① ② ③

ht
tp
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m
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a-
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he
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in
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m
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大
学
院
教
職
高
度
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
 博
士
課
程
前
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
モ
デ
ル
［
中
等
教
科
教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム（
英
語
科
教
育
）の
場
合
］

セ
メ1 セ
メ2 セ
メ3 セ
メ4

生
徒
指
導

学
級
経
営

現
代
教
師
教
育
の

理
論
と
実
践

特
別
支
援
教
育
の

理
論
と
実
践

学
習
材
開
発

セ
ミ
ナ
ー

学
習
指
導
法
開
発

セ
ミ
ナ
ー

英
語
教
育

事
例
研
究

評
価
開
発

セ
ミ
ナ
ー

中
等
教
科
教
育

研
究
方
法
論

ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ

実
習
Ⅰ

［
附
属
学
校
］

ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ

実
習
Ⅱ

［
附
属
学
校
］

言
語
文
化
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
イ
ク
ロ

テ
ィ
ー
チ
ン
グ

英
語
教
育

ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
Ⅰ

英
語
教
育

課
題
解
決

セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

課
題
解
決

実
習
Ⅰ

［
連
携
協
力
校
］

英
語
教
育

課
題
解
決

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

課
題
解
決

実
習
Ⅱ

［
連
携
協
力
校
］

英
語
教
育

ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
Ⅱ

教
育
課
程
編
成・

評
価
の

理
論
と
実
践

生
徒
指
導・

教
育
相
談
の

理
論
と
実
践

学
校
経
営・

教
育
行
政
の

理
論
と
実
践

英
語
教
育
学

特
講
Ⅰ

英
語
教
育
学

特
講
Ⅱ

概
　
論

指
導
法・
学
習
材・

評
価
論

実
習
研
究

実
　
習

理
論
的
基
礎

確
立
期

高
度
な
知
見
な
ら
び

に
技
能
の
獲
得
が
な

さ
れ
る
。

共
通
科
目

専
攻
・
専
修

選
択
必
修
科
目

10 6 6

3～
7

2 8

自
由
選
択

科
目

プ
ロ
グ
ラ
ム
別

必
修
科
目

学
校
等
に

お
け
る
実
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
別

選
択
科
目

理
論
的
根
拠

付
け
期

実
践
的
課
題
解
決

に
対
し
て
、高
度
な
知

見
に
基
づ
く
理
論
的

根
拠
付
け
が
で
き
る
。

実
践
的
能
力

確
立
期

実
践
的
課
題
把
握
、

仮
設
的
課
題
解
決

が
で
き
る
。

総
合
的
能
力

確
立
期

教
科
指
導
、生
徒
指

導
、学
校
経
営
な
ど

総
合
的
能
力
の
獲

得
が
な
さ
れ
る
。

区
　
分

学
校
経
営・
行
政
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム

初
等
教
育
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ム

中
等
教
科
教
育
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

理
科・
数
学
科・
社
会
科・
国
語
科・
英
語
科・
保
健
体
育
科
教
育

開
 設

単
 位 4

現
職
は

教
育
課
程
編
成・
評
価
の
理
論
と
実
践

生
徒
指
導・
教
育
相
談
の
理
論
と
実
践

学
校
経
営・
教
育
行
政
の
理
論
と
実
践

特
別
支
援
教
育
の
理
論
と
実
践

現
代
教
師
教
育
の
理
論
と
実
践

1. 2. 3. 4. 5.
 教
育
学
研
究
科
開
設
科
目［
特
別
研
究
は
除
く
］

体
験
型
海
外
教
育
実
地
研
究

1. 2.
 教
育
行
政
学
特
講

教
育
経
営
学
特
講

教
育
調
査
統
計
学
演
習

教
育
学
総
合
演
習

1. 2. 3. 4.
 

初
等
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

特
講

学
習
科
学
特
講

初
等
教
育
実
践
研
究

［
各
科
］

1. 2. 3.
 

科
学
文
化
教
育
学
特
講
、

言
語
文
化
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

生
涯
活
動
教
育
学
特
講［
い
ず
れ
か
］

○
○
教
育
学
特
講
　
ほ
か

○
○
内
容
学
特
講
　
ほ
か

1. 2. 3.
 

学
校
経
営・
行
政
開
発
論

学
校
経
営・
行
政
課
題
解
決

セ
ミ
ナ
ー

学
校
経
営・
行
政
実
践
課
題

研
究
Ⅰ

学
校
経
営・
行
政
実
践
課
題

研
究
Ⅱ

学
校
経
営・
行
政
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク

1. 2. 3. 4. 5.
 

初
等
教
育
研
究
方
法
論

初
等
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
Ⅰ

初
等
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
Ⅱ

初
等
教
育
課
題
解
決

セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

初
等
教
育
課
題
解
決

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

1. 2. 3. 4. 5.
 

中
等
教
科
教
育
研
究
方
法
論

○
○
科
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
Ⅰ

○
○
科
教
育
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
Ⅱ

○
○
科
教
育
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

○
○
科
教
育
課
題
解
決
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

1. 2. 3. 4. 5.
 

学
校
危
機
管
理
実
践
論
演
習

人
事
評
価・
人
材
育
成
実
践
論

演
習

学
校
経
営
戦
略・
評
価
実
践
論

演
習

学
校
財
務
実
践
論
演
習

学
校
組
織
開
発
実
践
論
演
習

1. 2. 3. 4. 5.
 

初
等
教
育
学
習
指
導
法

開
発
セ
ミ
ナ
ー［
各
科
］

初
等
教
育
評
価
開
発

セ
ミ
ナ
ー［
各
科
］

初
等
教
育
学
習
材
開
発

セ
ミ
ナ
ー［
各
科
］　
ほ
か

1. 2. 3.

○
○
科
教
育
事
例
研
究

マ
イ
ク
ロ
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

学
習
材
開
発
セ
ミ
ナ
ー

学
習
指
導
法
開
発
セ
ミ
ナ
ー

評
価
開
発
セ
ミ
ナ
ー

1. 2. 3. 4. 5.
 ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
実
習
Ⅰ・
Ⅱ

［
附
属
学
校
で
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
型
、各
２
単
位
］

１
期［
２
週
間
、短
期
集
中
型
］

２
期［
２
週
間
、短
期
集
中
型
］

課
題
解
決
実
習
Ⅰ・
Ⅱ（
現
職
教
員
は
免
除
さ
れ
ま
す
）

［
連
携
協
力
校
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
型
、各
２
単
位
］ 

３
期［
週
2日
、長
期
分
散
型
］

４
期［
週
2日
、長
期
分
散
型
］

1. 2.

学
校
管
理
職
実
務
実
習

教
育
行
政
職
実
務
実
習

1. 2.

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
型
、

２
単
位

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
型
、

２
単
位

5/36



資料１－４

6/36

gakucho-situ
長方形

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト
資料１－４

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト



7/36



8/36



資料２

9/36

gakucho-situ
長方形

gakucho-situ
タイプライターテキスト
資料２

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト
【教育学部学生便覧抜粋】

gakucho-situ
タイプライターテキスト



10/36



３­１

11/36

kyouiku-sien
鉛筆

kyouiku-sien
鉛筆

kyouiku-sien
鉛筆

gakucho-situ
長方形

gakucho-situ
タイプライターテキスト
資料３－１

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト



12/36



13/36



資料３－２

14/36

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
長方形

gakucho-situ
長方形

gakucho-situ
タイプライターテキスト
資料３－２

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト



15/36



資料３－３

16/36

gakucho-situ
長方形

gakucho-situ
タイプライターテキスト
資料３－３

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト

gakucho-situ
タイプライターテキスト



17/36



18/36



講
座

等
名

日
本

日
本

日
本

日
本

の ののの
大

学
大

学
大

学
大

学
の ののの

教
員

数
教

員
数

教
員

数
教

員
数

（ （（（
教

員
養

成
関

係
部

署
教

員
養

成
関

係
部

署
教

員
養

成
関

係
部

署
教

員
養

成
関

係
部

署
に ににに

所
属

所
属

所
属

所
属

） ）））

日
本

日
本

日
本

日
本

の ののの
大

学
大
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教育人間科学専攻  　　博士課程後期

開　設

単位数 必 修 選 択

教育学講究 12

心理学講究 12 2

高等教育学講究 12

教育学特別研究 6

心理学特別研究 6 2

高等教育学特別研究 6

教員養成学講究 2

大学教授学講究 2

教職授業プラクティカムⅠ 1

教職授業プラクティカムⅡ 1

教職授業プラクティカムⅢ 1

教職教育ポートフォリオ 1

心理学教職授業教授学講究 2

心理学教職授業プラクティカムI 1

心理学教職授業プラクティカムⅡ 1

 高等教育学教授学講究 2

高等教育学プラクティカムⅠ 1

高等教育学プラクティカムⅡ 1

履修方法
（1）修了要件の10単位は，選択必修科目の中から次のとおり履修すること。

①選択必修科目のうち講究の必修２単位は，主任指導教員以外の教員が担当する科目を履修すること。
②特別研究の必修２単位は，主任指導教員が担当する科目を履修すること。
③選択６単位は，専門とする分野の講究及び特別研究の中から履修する。

（2）選択科目の履修にあたっては，専門とする分野の科目群から履修すること。

履 修 単 位 数
授 業 科 目

選
　
　
　
　
択
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

6

 　　　　　　　　　　　　　　　　　計 10

選

択

必

修

科

目
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 １．広島大学附属学校園の強みや特色，社会的役割 

 

資料 １：広島大学附属学校園ホームページに記載の事項 

   資料 2-1：平成 24 年度版 国立大学法人広島大学 第二期中期目標・中期計

画・年度計画に記載の事項 

資料 2-2：パンフレット「広島大学附属学校園」に記載の事項 

   資料 2-3：「広島大学附属学校園研究推進委員会」設置要項に記載の事項 

   資料 2-4：広島大学学部・附属学校共同研究要領等に記載の事項 

   資料 3-1：教育実習生受講者数調べに記載の事項 

   資料 3-2：教育実習受講者調（延人数）に記載の事項 

   資料 3-3：「附属学校におけるアクションリサーチ実習に関する連絡協議会」

改正設置要項等に記載の事項 

   資料 3-4：附属学校教員人事の基本方針等に記載の事項 

   資料 4-1：広島大学附属学校教員数調（人事交流・大学採用別）に記載の事項 

   資料 4-2：他校への講師派遣実績に記載の事項 

   資料 4-3：第４回広島大学附属学校園合同研究フォーラム，教育研究会に記載

の事項 

   資料 5-1：学部・附属学校共同研究プロジェクト一覧に記載の事項 

   資料 5-2：第２回附属学校園研究推進委員会資料 

        ・附属小学校の研究内容（附属小学校） 

        ・文部科学省研究開発学校 研究開発実績報告書（附属高等学校） 

        ・グローバル化に対応したカリキュラム開発につながる可能性のあ

る内容（附属東雲小学校） 

        ・第２回附属学校園研究推進委員会について（附属東雲中学校） 

        ・初等中等教育カリキュラムの開発について 

                     （附属三原幼稚園、小学校、中学校） 

        ・グローバル化に対応したカリキュラム開発(附属福山中・高等学校) 

        ・「グローバル化に対応したカリキュラム開発」を共通フィルター

とし，新たな初等中等教育カリキュラムの開発につながるような

内容について（附属幼稚園） 
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広島大学 附属学校園 

強みや特色、社会的な役割 

 
 

１．附属学校の役割（資料１） 

通常、附属学校は「国の拠点校、地域のモデル校」が求められているが、本学の附属学校園

は「世界のモデル校、国のリーダー校」を目指し、その役割を果たすことが使命であると認識

していることが最大の特徴である。 

設立当初より我が国の教育の範となるべく教育方法の開発や教育実践を重ね、優れた人材を

育成するとともに、その成果を教育実習を通して教員養成に還元することで質の高い多くの教

員を輩出するなど、社会的に高い評価を得てきた。 

  そのような伝統に加えて本学では、社会のグローバル化及び高度情報化の加速に伴う教育界

への期待を実現させる具体策を策定中である。グローバル化時代をリードする優秀な人材の育

成、さらにはそのようなグローバル人材を育成することのできる教員の養成などの制度設計を

行い、世界の学校教育の先端的モデル校へと飛躍するためのシステムを構築している。 

  以下に、附属学校園が果たすべき機能ごとにさらなる強みや特色を述べる。 

 

２．研究機能（資料２－１～２－４） 

２－１ 「世界のモデル校、国のリーダー校」を目指した教育実践研究等を行っている。 

２－２ 11 の附属学校園全体として統一した研究課題と、各附属学校園の独自の研究課題を設

定して、階層的に大学と連携しながら系統的に研究・開発を行っている。 

２－３ 附属学校園全体としては、国際的な視点で学力を捉え、グローバル化の時代をリード

する人材を育てるための教育の在り方を先導的に研究・開発し、国際標準の学力を育成

するためのカリキュラム開発を行っている。その円滑な推進のため、大学と附属学校園

の教員で構成する「広島大学附属学校園研究推進委員会」を設置している。 

２－４ 「広島大学学部・附属学校共同研究機構」を設置し、広島大学の附属として、教育学

研究科のみならず、その他の部局とも連携した「学部・附属学校共同研究プロジェクト」

により多分野の研究や教育実践を多角的に行っている。 

 

３．教員養成機能（資料３－１～３－４） 

３－１ 教員としての質保証を目指して、教育学部のみならず、教員免許状の取得を目指す全

学部の学生約 650 名（初等教員養成においては、教育学部の初等教育教員養成課程の学

生 150 名、中等教員養成においては、10 部局約 500 名）の学生の教育実習をすべて附属

学校園が担当している。 

３－２ 複数の附属学校園を有している利点を活かして、中等教員養成においては 2 校での教

育実習を実施して、幅広く体験を積ませている。 

３－３ 教員養成の修士レベル化を想定して、教育学研究科教職高度化プログラムに属してい

る院生のアクションリサーチ実習を行っている。 

３－４ その指導を可能にするため、原則として大学院修了教員を採用し、教員養成の質の高

度化を図っている。 
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４．現職教員の資質向上・研修機能（資料４－１～４－３） 

４－１ 広島県、広島市はもとより、それ以外にも西日本を中心とした教育行政機関と連携し

て、複数の県市と教員の人事交流を行い、研修機関として機能させている。 

４－２ 公立学校等の研究会や研究授業の指導助言者として附属学校教員を派遣したり、附属

学校における研究授業等を実施して、教員の資質向上に貢献している。 

４－３ 今後充実を求められる教員養成・教育実習機能強化のため、公立学校教育実習にも寄

与する拠点として研究成果を発信している。 

 

５．教育機能（資料５－１，５－２） 

５－１ 附属学校園での実践研究のみならず、広島大学の各部局、とりわけ我が国有数の教育

学研究機関である教育学研究科の研究成果を実践する場と位置づけ、大学と連携した先

端的な教育を提供している。 

５－２ 世界を見据えたグローバル化の時代をリードする優秀な人材を育成することを中核に

据え、そこで求められる資質や能力を養成する。 
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世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
す
初
等
中
等
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
を
行
う
。

 
                                             

 （
４
）
附
属
学
校
に
関
す
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

＜
計
画
番
号
１
０
＞
 

 

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
，
世

界
的
視
点
か
ら
先
進
的
な
教

育
実
習
と
教
育
実
践
研
究
に

関
し
て
，
信
頼
性
か
つ
妥
当
性

あ
る
調
査
を
実
施
す
る
。

 
 

 （
４
）
附
属
学
校
に
関
す
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

＜
計
画
番
号
１
０
＞
 

 

前
年
度

に
実
施
し
た

教
育

実
習
と
教
育
実
践
研
究
に
関

す
る
調
査
に
つ
い
て
，
調
査
結

果
を
分
析
す
る
。
 

 （
４
）
附
属
学
校
に
関
す
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

＜
計
画
番
号
１
０
＞
 

 

前
年
度

の
分
析
結
果

を
も

と
に
，
初
等
中
等
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
及
び
教
員
の
質
を
保

証
す
る
教
育
実
習
制
度
を
開

発
す
る
た
め
に
，
大
学
と
連
携

し
て
具
体
的
な
研
究
開
発
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
着
手
す
る
。

 （
４
）
附
属
学
校
に
関
す
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

＜
計
画
番
号
１
０
＞
 

 

大
学
と

連
携
し
て
具

体
的

な
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。
 

 （
４
）
附
属
学
校
に
関
す
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

＜
計
画
番
号
１
０
＞
 

 

平
成
２

５
年
度
ま
で

に
構

築
し
た
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
，
初
等
中
等
教
育
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
及
び
教
育
実
習
制

度
を
試
行
す
る
。
 

 （
４
）
附
属
学
校
に
関
す
る
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置
 

＜
計
画
番
号
１
０
＞
 

 

平
成
２

６
年
度
の
試

行
結

果
を
も
と
に
改
善
し
，
完
成
さ

せ
る
。（

完
結
）
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